
現
在
も
京
都
寺
町
姉
小
路
上
ル
に
店
を
構
え
る
竹
苞
楼
（
現
、
竹
苞
書
楼
）
は
、
代
々
佐
々
木
惣
四
郎
（
佐
々
貴
・
鶇
鶇
・
娑
々
岐
と

も
、
ま
た
銭
屋
と
も
）
を
名
乗
る
寛
延
四
年
の
創
業
に
な
る
古
書
蝉
で
、
近
世
期
の
本
屋
の
面
影
を
残
す
店
構
え
で
も
知
ら
れ
る
。
何
店

は
ま
た
近
世
以
来
の
板
木
を
大
量
に
保
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
有
名
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
思
い
立
つ
こ
と
あ
っ
て
同
店
蔵
の
板
木

約
二
千
五
百
枚
を
奈
良
大
学
へ
搬
入
し
整
理
・
調
査
を
開
始
し
た
の
は
、
平
成
十
六
年
四
月
の
こ
と
。
七
代
目
御
当
主
佐
々
木
英
雄
氏
と

の
最
初
の
約
束
で
は
、
数
年
か
け
て
整
理
を
し
、
目
録
を
作
成
し
て
板
木
の
デ
ー
タ
を
採
っ
た
あ
と
御
返
し
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
同
年
十
二
月
に
氏
か
ら
一
括
讓
渡
の
御
相
談
が
あ
り
、
膨
大
な
量
の
板
木
は
、
十
七
年
六
月
、
奈
良
大
学
の
蔵
に
帰
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
板
木
、
大
略
分
類
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
漢
詩
文
集
・
伝
記
・
随
筆
・
和
歌
集
・
雑
俳
書
・
狂
詩
狂
文
集
・
有
職
故
実

調
査
報
告
九
十
五

’
こ
と
の
い
き
さ
つ

新
出
資
料
竹
苞
楼
蔵
板
木
台
帳
紙
背

「
覚
勝
院
抄
（
断
簡
）
」
ｌ
影
印
と
解
題
Ｉ

永
井
一
彰

上
野
英
子

〆局
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書
・
辞
典
・
茶
道
害
・
紀
行
文
・
歌
集
注
釈
書
・
四
書
五
経
・
画
集
・
史
耆
・
狂
歌
集
・
滑
稽
本
・
書
道
手
本
・
本
草
・
仏
書
・
印
譜
・

蒙
刻
書
・
硯
譜
等
々
、
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
亘
る
。
こ
れ
ら
の
板
木
は
一
年
ほ
ど
か
け
て
整
理
・
調
査
し
た
あ
と
、
十
八
年
十
月
に
奈
良

大
学
で
開
催
さ
れ
た
俳
文
学
会
第
認
回
全
国
大
会
に
合
わ
せ
て
「
出
版
の
現
場
か
ら
ｌ
竹
苞
楼
旧
蔵
狂
詩
・
狂
文
集
の
板
木
を
中
心
に

ｌ
」
と
題
し
て
展
示
史
料
目
録
を
作
成
す
る
と
共
に
、
奈
良
大
学
通
信
教
育
部
棟
展
示
室
（
現
博
物
館
展
示
室
）
で
四
十
日
に
及
ぶ
展
示

を
行
な
い
そ
の
一
部
を
一
般
公
開
し
、
そ
の
後
も
具
体
的
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
竹
苞
害
楼
の
板
木
ｌ
狂
詩
集
・
狂
文
集
を

い
れ
き

中
心
に
ｌ
」
（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
十
五
号
、
平
成
四
年
３
月
刊
）
弓
山
家
集
抄
』
の
入
木
」
（
同
十
六
号
、
加
年
３
月
刊
）
な
ど

で
発
表
し
て
来
た
。
ま
た
、
十
九
年
春
に
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
板
木
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
竹
苞
楼
旧
蔵
の
も
の
を
は
じ
め
、
藤
井
文
政
堂
旧
蔵
で
十
数
年
前
に
や
は
り
奈
良
大
学
の
蔵
に
帰
し
た
約
五
百

枚
、
そ
れ
に
現
在
本
学
へ
寄
託
さ
れ
て
い
る
文
政
堂
現
蔵
の
約
五
百
枚
、
さ
ら
に
十
九
年
秋
に
大
阪
の
中
尾
松
泉
堂
か
ら
引
き
取
っ
た
高

野
版
の
板
木
約
四
百
枚
、
ま
た
本
学
所
蔵
の
浮
世
絵
復
刻
版
の
板
木
約
五
百
枚
、
そ
の
他
の
も
の
も
含
め
合
計
五
千
枚
ほ
ど
の
板
木
の
基

礎
デ
ー
タ
約
八
万
コ
マ
の
撮
影
を
二
十
年
三
月
に
完
了
し
、
二
十
二
年
二
月
に
は
ネ
ッ
ト
で
の
一
般
公
開
の
は
こ
び
と
な
っ
た
（
乞
検
索

さ
て
、
十
八
年
の
秋
に
展
示
を
行
な
っ
た
折
の
会
期
末
近
く
、
文
政
堂
の
六
代
目
当
主
藤
井
佐
兵
衛
氏
と
連
れ
立
っ
て
見
学
に
来
ら
れ

た
佐
々
木
英
雄
氏
か
ら
「
こ
ん
な
も
の
も
出
て
来
ま
し
た
」
と
し
て
託
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
蔵
板
員
数
」
『
蔵
板
仕
入
簿
』

「
板
木
分
配
帳
』
「
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
』
の
四
点
の
蔵
板
台
帳
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
点
の
蔵
板
台
帳
の
書
誌
・
概
略
を
旧
稿
「
板
木
の
分

割
所
有
」
（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
十
七
号
、
創
年
３
月
刊
）
か
ら
再
録
し
て
み
る
。

「
板
木
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」
）
。
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「
蔵
板
仕
入
簿
」

半
紙
本
一
冊
。
縦
剛
×
横
皿
粍
。
山
吹
色
地
に
亀
甲
花
形
模
様
の
空
押
し
表
紙
。
前
表
紙
中
央
に
「
蔵
板
仕
入
簿
」
、
後
表
紙
に
「
竹

苞
楼
」
と
墨
書
。
專
用
菱
に
、
書
名
、
冊
数
、
丁
数
、
紙
・
表
紙
・
摺
り
賃
な
ど
諸
費
用
、
相
合
先
、
軒
前
、
板
賃
な
ど
を
記
入
。
全
百

九
十
一
丁
。
内
、
余
白
は
計
十
八
丁
半
。
こ
の
専
用
菱
に
は
一
丁
に
つ
き
二
点
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
合
計
三
百
四
十
五

点
が
記
入
し
て
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
蔵
板
員
数
』
と
同
じ
頃
に
三
代
春
蔭
に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
、
四
代
春
明
・
五
代
春
吉
が
折
々
に
書

入
れ
を
し
て
来
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
昭
和
二
十
年
三
月
ま
で
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
な
お
本
書
見
返
し
に
「
明
治
十
六
年
一
月
よ
り

改
正
蔵
版
仕
入
帳
用
也
」
と
あ
り
、
春
明
の
代
に
改
正
版
が
目
論
ま
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
後
も
こ
の
元
版
に
書
き
込
み
が
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
す
る
と
、
改
正
版
は
結
局
使
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
『
蔵
板
員
数
』
に
は
「
相
合
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
こ
ち
ら
で

具
体
的
に
そ
の
相
合
先
が
分
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

横
本
一
冊
。
寸
法
、
縦
刷
×
横
狐
粍
。
渋
茶
色
表
紙
。
前
表
紙
に
「
蔵
板
員
数
」
、
後
表
紙
に
「
竹
苞
楼
」
と
睾
耆
。
全
二
百
四
丁
。

所
々
に
余
白
を
残
し
、
そ
の
数
三
十
二
丁
半
。
従
っ
て
、
墨
付
は
百
七
十
一
丁
半
と
な
る
。
元
々
は
万
延
元
年
に
六
十
一
才
で
没
す
る
こ

と
に
な
る
竹
苞
楼
三
代
春
蔭
が
嘉
永
・
安
政
頃
に
調
製
し
た
も
の
と
思
し
く
、
四
代
春
明
（
明
治
十
四
年
五
十
九
才
没
）
、
五
代
春
吉

（
昭
和
二
十
六
年
七
十
三
才
没
）
と
引
き
継
が
れ
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
に
至
る
ま
で
折
々
に
書
き
込
み
を
し
て
来
て
い
る
。
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
耆
名
と
板
木
枚
数
、
相
合
か
単
独
所
有
か
、
そ
し
て
相
合
の
場
合
は
所
持
分
の
板
木
の
板
前
、
丁
数
、
そ
れ
に
後
日
の
板
木

移
動
な
ど
で
あ
る
。
収
録
書
目
は
全
三
百
七
十
二
点
に
及
ぶ
。

「
蔵
板
員
数
」
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大
本
一
冊
。
縦
加
×
恥
粍
。
薄
茶
色
横
刷
毛
目
表
紙
、
紗
綾
形
模
様
の
空
押
し
あ
り
。
表
紙
中
央
に
大
き
く
「
板
木
分
配
帳
」
と
墨
書

き
し
、
左
右
に
小
さ
く
「
明
治
七
年
」
「
戌
三
月
辰
」
と
書
く
。
後
表
紙
に
「
竹
苞
楼
蔵
」
と
大
言
。
全
三
十
六
丁
。
「
南
側
之
部
第
壹

号
（
～
第
八
号
）
」
「
東
側
之
部
第
壹
号
（
～
第
廿
八
号
）
」
「
北
之
部
第
壹
号
（
～
第
四
号
）
」
「
西
壹
号
」
「
土
間
之
部
」
な
ど
と
分

け
、
三
百
九
十
三
点
の
書
名
・
板
木
枚
数
を
記
入
す
る
。
板
木
の
収
納
場
所
の
台
帳
で
あ
る
。
年
代
の
書
き
込
み
を
調
べ
て
み
る
と
、
明

治
二
十
三
年
か
ら
大
正
九
年
ま
で
に
限
ら
れ
て
お
り
、
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
明
治
七
年
に
四
代
春
明
に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
、
五
代
春
吉
の

手
許
で
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
』

大
本
一
冊
。
縦
獅
×
朏
粍
。
薄
茶
色
横
刷
毛
目
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地
題
祭
「
昭
和
八
年
改
正
／
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
」
と
睾
耆

き
。
第
一
丁
冒
頭
部
に
「
蔵
板
員
数
帳
昭
和
八
年
／
七
月
調
査
」
と
あ
り
。
本
文
は
鳥
の
子
の
上
質
紙
。
全
三
十
三
丁
、
う
ち
墨
付
き

二
十
丁
。
『
板
木
分
配
帳
』
と
同
様
、
「
北
第
壹
号
（
～
八
号
）
」
「
西
第
壹
号
（
～
六
号
）
」
「
東
第
壹
号
（
～
三
号
）
」
と
分
け
て
、
百
十

五
点
の
書
名
‐
板
木
枚
数
を
記
録
す
る
。
年
代
の
書
き
込
み
は
昭
和
九
年
か
ら
二
十
三
年
三
月
ま
で
。
五
代
春
吉
が
「
板
木
分
配
帳
」
を

も
と
に
再
整
理
を
企
て
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
板
木
分
配
帳
』
に
比
べ
て
収
録
点
数
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

結
局
は
『
板
木
分
配
帳
』
を
主
に
使
用
し
て
、
こ
ち
ら
は
途
中
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
か
の
如
き
感
が
あ
る
。

右
四
点
の
蔵
板
台
帳
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
『
蔵
板
員
数
」
「
蔵
板
仕
入
簿
」
で
、
こ
の
二
点
と
現
存
の
板
木
そ
れ
に
対
応
版
本
を

照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
来
る
近
世
後
期
京
都
本
屋
の
板
木
分
割
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
前
引
拙
稿
「
板
木
の
分
割
所

『
板
木
分
配
帳
」
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有
」
に
詳
述
し
た
。
ま
た
、
四
点
の
中
で
最
も
興
味
を
ひ
く
「
蔵
板
員
数
」
は
、
出
版
史
料
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
拙
著
「
藤
井
文

政
堂
板
木
売
買
文
言
」
（
平
成
皿
年
６
月
、
青
裳
堂
書
店
刊
）
に
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
蔵
板
員
数
』
『
蔵
板
仕
入
簿
」
に
比
べ
る
と
、
『
板
木
分
配
帳
」
『
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
」
の
二
点
は
要
す
る
に
板
木
の
収
納
場
所
の
台

帳
な
の
で
あ
っ
て
、
出
版
史
料
と
し
て
の
魅
力
に
は
や
や
欠
け
る
た
め
、
精
密
な
調
査
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
よ
く

見
て
み
る
と
こ
の
二
点
、
何
れ
も
古
写
本
の
紙
背
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
こ
で
、
佐
々
木
氏
の
お
許
し
を
得
て
、
「
板

木
分
配
帳
』
の
紙
嵯
り
綴
じ
を
は
ず
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
三
十
六
丁
全
て
の
紙
背
が
「
源
氏
物
語
」
の
注
釈
害
と
し
て
知
ら
れ
る
一
覚
勝

院
抄
」
の
一
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
収
録
す
る
の
は
「
幻
」
の
半
分
ほ
ど
と
「
匂
宮
」
全
文
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
覚
勝
院
抄
』

の
自
筆
稿
本
か
と
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本
の
影
印
複
製
本
『
源
氏
物
語
間
書
」
（
野
村
精
一
・
上
野
英
子
編
、
平
成
二
年
汲
古
書
院
刊
）

と
対
校
し
て
み
る
と
、
仮
名
づ
か
い
・
書
式
な
ど
が
酷
似
し
近
接
し
た
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、
素
人
目
に
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が

歴
然
で
あ
る
。
が
、
奥
書
が
残
ら
な
い
た
め
筆
者
・
書
写
年
代
な
ど
も
不
明
で
、
穂
久
邇
文
庫
本
を
含
め
十
数
本
残
存
す
る
写
本
の
中
で

の
位
置
付
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
も
う
私
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
こ
と
の
経
緯
の
み
記
し
て
、
あ
と
は
上
野
英
子
氏
に

バ
ト
ン
を
お
わ
た
し
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
永
井
一
彰
）

追
記
こ
の
槁
の
校
了
間
際
の
平
成
二
十
三
年
三
月
上
旬
、
四
点
の
蔵
板
台
帳
は
竹
苞
楼
か
ら
奈
良
大
学
に
讓
渡
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
今

現
在
の
も
の
の
あ
り
よ
う
か
ら
す
れ
ば
、
該
耆
『
板
木
分
配
帳
』
は
「
奈
良
大
学
蔵
」
と
、
そ
の
紙
背
の
『
覚
勝
院
抄
」
も
「
奈
良
大

本
」
と
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
と
の
い
き
さ
つ
を
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
こ
の
槁
で
は
「
竹
苞
楼
蔵
」
「
竹
苞
楼
本
」
の
呼
称
を

残
す
こ
と
に
し
た
。
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お
も
て

お
も
て

一
表
紙
］
現
行
表
紙
（
表
・
裏
と
も
）
に
施
さ
れ
た
渋
引
き
は
、
「
板
木
分
配
帳
」
と
し
て
製
本
さ
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
表
表
紙

が
、
冊
子
の
表
紙
等
に
よ
く
見
か
け
る
全
面
に
紗
綾
型
空
押
文
様
の
入
っ
た
白
地
の
上
質
紙
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
裏
表
紙
に
は
空
押
模

様
が
な
い
。
但
し
裏
反
故
に
刷
物
を
使
用
し
た
ら
し
く
、
．
の
御
臺
盤
に
供
し
索
餅
／
し
て
御
飯
の
蓋
と
譽
子
と
」
等
の
文
言
が
裏
表

紙
と
後
見
返
し
の
糊
の
剥
が
れ
目
か
ら
、
か
ろ
う
じ
て
読
み
取
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
現
行
の
表
紙
は
表
裏
い
ず
れ
も
、
本
文
料
紙
と
は
綴

じ
孔
の
数
が
一
致
せ
ず
、
『
覚
勝
院
抄
』
時
代
の
表
紙
と
は
無
縁
な
よ
う
で
あ
る
。

あ
な

〔
綴
じ
孔
一
表
紙
の
綴
じ
孔
は
の
ど
か
ら
約
一
・
五
糎
程
離
れ
た
あ
た
り
に
四
つ
あ
り
、
こ
れ
が
『
板
木
分
配
帳
」
（
大
和
綴
じ
）
の
跡

で
あ
る
。
孔
目
が
か
な
り
大
き
い
の
は
、
紙
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
何
度
も
綴
じ
直
さ
れ
て
き
た
た
め
だ
ろ
う
。

一
方
、
前
後
見
返
し
お
よ
び
本
文
料
紙
に
お
け
る
綴
じ
孔
は
、
『
板
木
分
配
帳
』
の
四
孔
以
外
に
ａ
ｂ
二
種
類
（
計
八
孔
）
あ
り
、
『
覚

勝
院
抄
』
時
代
に
穿
た
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ａ
は
の
ど
か
ら
約
○
・
五
糎
あ
た
り
に
付
け
ら
れ
た
比
較
的
大
き
な
四
つ
の
孔
で
、
ｂ

は
の
ど
ぎ
り
ぎ
り
、
あ
る
い
は
の
ど
の
裁
断
線
に
添
っ
て
散
見
す
る
四
つ
の
孔
。
か
な
り
注
意
し
な
い
と
見
落
と
し
か
ね
な
い
が
、
ａ
と

ほ
ぼ
横
並
び
に
付
い
て
い
る
。
大
き
さ
か
ら
見
て
ａ
は
紙
こ
よ
り
の
、
ｂ
は
糸
綴
じ
の
孔
だ
ろ
う
。
普
通
は
紙
こ
よ
り
の
孔
の
方
が
の
ど

の
奥
深
く
に
付
け
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
う
が
、
こ
こ
で
は
逆
転
し
て
い
る
。
『
覚
勝
院
抄
」
時
代
に
も
複
数
回
に
わ
た
っ
て
化
粧
裁

解
体
さ
れ
、
『
板
木
分
配
帳
」
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち
『
覚
勝
院
抄
』
と
し
て
書
写
さ
れ
た
当
初
の
本
書
（
以
下
、

「
竹
苞
楼
本
」
と
略
）
の
姿
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
「
覚
勝
院
抄
』
側
か
ら
見
た
本
書
の
書
誌
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
竹
苞
楼
蔵
「
覚
勝
院
抄
（
断
簡
）
」
に
つ
い
て

－7ワー
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〔
表
紙
寸
法
一
現
行
の
表
紙
寸
法
は
縦
約
二
四
・
七
×
横
約
一
九
・
六
糎
。
し
か
し
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
き
た
複
数
の
化
粧

裁
ち
に
因
る
も
の
で
、
「
覚
勝
院
抄
』
時
代
に
は
縦
・
横
と
も
に
も
っ
と
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
『
覚
勝
院
抄
」
第
一
八
紙

目
左
三
行
目
に
記
さ
れ
た
長
い
行
間
注
「
九
条
右
亜
相
師
輔
公
ノ
御
女
ヲ
…
：
」
が
、
料
紙
の
地
辺
あ
た
り
ま
で
お
り
て
き
て
「
…
下
心

二
／
含
テ
／
耆
也
」
の
「
一
こ
文
字
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
し
、
第
六
紙
目
右
六
行
目
の
こ
れ
ま
た
長
い
行
間
注
「
御
年
ョ
リ
ハ
実
法
ナ

ル
ト
…
」
が
「
…
心
ハ
サ
モ
／
ナ
キ
物
／
ヲ
卜
也
」
の
「
モ
」
「
也
」
文
字
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
共
に
後
代
化
粧
裁
ち
の
跡
だ
ろ
う
。

一
料
紙
］
本
文
料
紙
は
楮
斐
漉
き
混
ぜ
。
厚
手
の
料
紙
で
あ
る
。
さ
て
現
行
冊
子
の
う
ち
「
覚
勝
院
抄
』
時
代
の
料
紙
と
思
わ
れ
る
の

は
、
紙
質
．
綴
じ
孔
・
本
文
か
ら
み
て
、
以
下
に
示
す
三
種
三
九
葉
で
あ
る
。

（
イ
）
前
後
見
返
し
に
用
い
ら
れ
た
料
紙
二
葉
（
と
も
に
白
紙
）

（
ロ
）
本
文
料
紙
に
使
わ
れ
た
三
六
葉

（
ハ
）
栞
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
半
葉

こ
の
う
ち
（
ハ
）
は
縦
二
四
六
×
横
一
六
．
六
糎
の
半
葉
。
綴
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
二
つ
折
り
に
さ
れ
て
冊
子
に
挟
ま
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
栞
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
板
木
分
配
帳
』
の
寸
法
と
比
較
す
る
に
、
横
幅
が

三
糎
ほ
ど
短
い
。
綴
じ
孔
が
見
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
半
丁
の
裏
面
に
は
「
南
側
の
部
／
第
壹
号
…
」
以
下
『
板
木
分

配
帳
」
一
丁
オ
と
よ
く
似
た
本
文
が
記
入
さ
れ
、
し
か
る
後
に
大
き
な
抹
消
線
を
引
か
れ
て
い
る
。

さ
て
『
覚
勝
院
抄
』
の
本
文
が
記
さ
れ
た
の
は
、
（
ハ
）
の
半
葉
と
（
ロ
）
の
三
六
葉
だ
が
、
こ
れ
ら
の
本
文
は
す
べ
て
一
筆
で
、
朱

筆
部
分
も
含
め
て
、
底
本
を
き
れ
い
に
清
書
し
た
本
文
と
思
わ
れ
る
。
数
カ
所
、
後
代
の
書
き
入
れ
か
と
疑
わ
し
い
文
字
も
入
る
よ
う
だ

が
、
朱
呈
両
部
分
と
も
に
清
耆
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ち
と
綴
じ
直
し
を
経
て
き
た
跡
だ
ろ
う
か
。

ワワ
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｛
内
容
一
「
幻
」
の
一
部
と
「
匂
兵
部
卿
」
全
冊
で
あ
る
。
『
覚
勝
院
抄
』
の
場
合
、
普
通
は
穂
久
邇
文
庫
本
の
よ
う
に
「
御
法
」
「
幻
」

「
匂
兵
部
卿
」
の
三
帖
（
六
八
丁
）
で
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
竹
苞
楼
本
の
場
合
は
「
御
法
」
が
無
く
、
「
幻
」
の
冒
頭

四
丁
と
中
間
の
六
丁
半
を
欠
い
て
い
る
。
詳
細
は
文
末
に
掲
げ
た
「
竹
苞
楼
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
対
照
表
」
な
ら
び
に
「
三
『
竹
苞
楼
蔵

覚
勝
院
抄
（
断
簡
）
」
影
印
付
「
板
木
分
配
帳
』
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

｛
本
文
系
統
一
『
覚
勝
院
抄
」
の
写
本
は
こ
れ
ま
で
一
八
種
類
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
第
一
群
初
期
稿
本
系
第
二
群
流
布

通
行
本
系
第
三
群
後
期
増
補
本
類
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
群
は
穂
久
邇
文
庫
本
と
そ
の
転
写
本
か
ら
な
る
三
本

で
、
「
箒
木
」
の
青
呈
書
入
れ
と
い
っ
た
顕
著
な
特
色
と
、
講
釈
台
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
痕
跡
を
有
し
、
稿
本
性
の
強
い
本
文
で
あ
る
。

第
二
群
は
書
陵
部
桂
宮
本
等
の
一
二
本
で
、
第
一
群
三
本
に
共
通
す
る
青
塁
書
入
れ
等
の
特
色
を
持
た
な
い
。
こ
の
後
代
書
入
れ
を
持
た

な
い
こ
と
が
逆
に
初
期
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
か
つ
最
も
世
間
に
流
通
し
た
本
文
で
あ
る
。
第
三
群
は
文
字
通
り
後
代
に

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
追
加
注
を
施
さ
れ
た
写
本
類
で
あ
り
、
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
本
な
ど
三
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
因
み

に
常
磐
松
文
庫
本
の
場
合
は
、
「
孟
津
抄
』
「
眠
江
入
楚
」
「
湖
月
抄
』
等
か
ら
の
追
加
注
が
多
数
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
詳
細
は
、

野
村
精
一
・
上
野
英
子
編
『
源
氏
物
語
間
害
覚
勝
院
抄
別
冊
」
（
平
成
三
年
汲
古
書
院
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
こ
う
し
た
諸
本
群
に
い
ま
新
た
に
竹
苞
楼
本
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
文
異
同
の
詳
細
は
「
翻
刻
・
校
異
」
と
併
せ
て
次

号
で
解
説
す
る
予
定
だ
が
、
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
竹
苞
楼
本
は
第
二
群
流
布
通
行
本
系
と
判
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
第
一
群
の
穂
久
邇
文
庫
本
や
第
二
群
の
書
陵
部
桂
宮
本
と
比
較
す
る
と
、
竹
苞
楼
本
に
は
意
図
的
に
加
え
た
と
思
し
き
独
自
な
注
の

書
き
入
れ
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
常
磐
松
文
庫
本
の
よ
う
な
第
三
群
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
竹
苞
楼
本
の
本
文
が
穂
久
邇

文
庫
本
と
対
立
し
た
場
合
、
そ
の
多
く
が
書
陵
部
桂
宮
本
と
一
致
し
て
お
り
、
中
に
は
穂
久
邇
文
庫
本
に
無
い
注
記
を
竹
苞
楼
本
と
耆
陵

部
桂
宮
本
と
が
共
有
す
る
例
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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…
雲
隠
と
い
ふ
巻
な
け
れ
ば
落
つ
か
ぬ
な
り

其
子
細
は
其
内
に
人
の
逝
去
以
下
の
事
在
之
也
雲
隠
と

、
ン
ヨ

い
ふ
巻
の
閼
事
盆
網
経
に
も
胃
の
名
ハ
あ
り
て
な

き
事
在
之
其
と
お
な
じ
事
と
な
り
…
（
巻
頭
注
六
行
目
。
引
用
は
竹
苞
楼
本
嶋
ウ
④
～
⑦
行
目
）

と
い
う
文
章
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
注
の
行
間
に
は
更
に

雲
隠
巻
ヲ
可
耆
ナ
ラ
バ
源
氏
ノ
誕
生
カ
ラ
和
漢
ノ
能
芸
万
事
美
麗
天
下
ノ
右
族
已
下
一
世
五
十
二
ノ
間
ノ
／
事
ヲ
不
残
害
嵯
峨
院

レ

レ

ニ
隠
遁
テ
臨
終
ノ
事
マ
デ
ヲ
書
テ
モ
只
に
物
語
ノ
次
也
所
詮
不
言
シ
テ
雲
隠
巻
ノ
内
二
籠
ラ
／
せ
ダ
ル
事
紫
式
部
ガ
寄
妙
源
心
ミ

レ

ヘ
タ
ル
也
シ
カ
ル
ヲ
前
ミ
ノ
巻
曽
に
更
衣
ノ
事
葵
上
紫
上
以
下
ノ
哀
ナ
ル
事
／
共
ハ
耆
壼
シ
タ
ル
’
一
依
テ
不
言
ト
云
説
在
之
以
外

レ

レ

ノ
悪
説
也
…
（
行
間
注
、
引
用
は
竹
苞
楼
本
）

。
ン
ヨ

問
題
な
の
は
右
の
二
つ
の
引
用
文
中
、
巻
頭
注
引
用
文
に
私
に
文
字
を
囲
ん
だ
「
害
」
と
、
行
間
注
引
用
文
に
施
し
た
傍
線
部
分
「
更

衣
ノ
事
」
で
あ
る
。
先
ず
竹
苞
楼
本
と
書
陵
部
桂
宮
本
を
見
る
と
、
「
言
」
の
右
脇
に
「
シ
ョ
」
と
い
う
振
り
仮
名
が
つ
き
、
行
間
注
は

こ
の
振
り
仮
名
を
迂
回
し
た
形
で
し
る
さ
れ
て
い
る
。
意
味
的
に
も
こ
れ
が
正
し
い
形
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
穗
久
邇
文
庫
本
は
振
り
仮
名

「
シ
ョ
」
が
「
言
」
の
文
字
か
ら
離
れ
、
行
間
注
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
、
結
果
、
傍
線
部
が
「
シ
ョ
更
衣
ノ
事
」
と
意
味
の
通
じ
な
い
文

と
い
う
細
字
注
が
加
わ
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
興
味
深
い
異
同
例
を
一
つ
だ
け
紹
介
し
て
お
こ
う
。

竹
苞
楼
本
第
二
一
紙
左
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
四
八
ウ
に
相
当
す
る
。
「
匂
兵
部
卿
」
の
冒
頭
、
物
語
が
始
ま
る
前
の
所
謂
〈
巻
頭
注
〉

の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
並
び
‐
巻
名
の
由
来
・
年
立
に
関
す
る
説
明
以
外
に
、
「
幻
」
と
「
匂
兵
部
卿
」
の
間
に
介
在
す
る
書
名

の
み
で
実
態
は
な
い
「
雲
隠
」
巻
に
関
す
る
注
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
「
雲
隠
」
に
関
す
る
注
の
な
か
に

一ワ原一
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章
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
誤
写
で
あ
り
、
自
筆
稿
本
で
あ
る
な
ら
絶
対
に
起
こ
り
え
な
い
現
象
で
あ
ろ
う
。

で
は
正
し
く
書
写
さ
れ
た
竹
苞
楼
本
や
耆
陵
部
桂
宮
本
ら
の
方
が
古
く
、
穂
久
邇
文
庫
本
は
後
代
の
誤
写
本
か
と
い
え
ば
、
こ
と
は
そ

う
簡
単
で
は
な
い
。
清
書
本
な
ら
ぬ
草
稿
本
を
写
し
た
か
ら
こ
そ
の
誤
写
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
は
、
「
桐

壺
」
（
５
オ
）
で
穂
久
邇
文
庫
本
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た
「
聞
書
」
と
い
う
肩
付
き
を
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
国
会
図
書
館
本
や
天
理
図
書

館
蔵
万
治
奥
書
本
が
頭
注
の
本
文
中
に
紛
れ
込
ま
せ
て
し
ま
っ
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
の
複
雑
極
ま
る
書
入
れ
様

態
を
み
れ
ば
無
理
か
ら
ぬ
誤
写
と
、
苦
笑
と
同
情
を
禁
じ
得
な
い
第
一
群
諸
本
内
で
の
異
同
例
で
あ
る
。
竹
苞
楼
本
や
書
陵
部
桂
宮
本
の

場
合
は
、
彼
等
の
親
本
（
現
存
す
る
第
二
群
諸
本
中
に
親
本
を
特
定
で
き
る
か
は
不
明
。
と
り
あ
え
ず
こ
う
し
た
言
い
方
を
し
て
お
く
）

が
、
正
し
く
書
写
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
も
あ
れ
、
穂
久
邇
文
庫
本
は
寄
合
書
で
あ
り
、
前
半
の
巻
々
に

顕
著
で
あ
っ
た
稿
本
性
も
巻
が
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
薄
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
各
冊
毎
に
再
精
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
（
上
野
英
子
）

竹
苞
楼
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
対
照
表

凡
例

（
一
）

（
一
一
）

本
表
は
、
竹
苞
楼
本
を
、
覚
勝
院
抄
諸
本
中
唯
一
そ
の
影
印
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
穂
久
邇
文
庫
本
と
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
番
号
〉
欄
に
は
、
竹
苞
楼
本
覚
勝
院
抄
の
番
号
を
記
し
た
。
こ
の
番
号
は
、
綴
じ
糸
を
切
り
、
二
つ
折
り
に
さ
れ
て
い
た

扁〆℃

－／b－
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番
号

3132333435 36×

へ

四
（
一
一
一
）

穂
久
邇
文
庫
本

3130292827
､11、、

オオオオオー

ウウウウウ

恥
オ
・
ウ

１
オ
ー
妬
占

考
情
報
を
示
し
た
。

料
紙
を
一
枚
に
拡
げ
て
撮
影
し
た
際
に
、
各
科
紙
の
右
肩
に
小
紙
片
を
置
き
、
「
１
」
か
ら
「
詔
」
の
数
字
を
入
れ
た
も
の

で
あ
る
。
「
板
木
分
配
帳
』
の
順
序
通
り
に
数
字
を
置
い
た
た
め
『
覚
勝
院
抄
」
と
し
て
み
る
と
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
栞
と
し
て
使
わ
れ
た
ら
し
い
半
葉
に
つ
い
て
は
、
写
真
で
は
小
紙
片
の
み
を
置
き
、
番
号
は
入
れ
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
〈
番
号
〉
欄
に
お
い
て
は
、
こ
の
半
葉
は
「
栞
」
と
し
て
掲
げ
て
「
覚
勝
院
抄
」
の
当
該
箇
所
に
編
入
し
た
。
ま
た
穂
久

邇
文
庫
本
と
比
べ
て
当
該
丁
を
欠
く
も
の
に
は
「
×
」
印
を
付
し
て
お
い
た
。

〈
穂
久
邇
文
庫
本
〉
欄
に
は
、
竹
苞
楼
本
当
該
丁
に
対
応
す
る
穂
久
邇
文
庫
本
（
『
源
氏
物
語
聞
書
覚
勝
院
抄
』
平
成
三
年
汲

古
耆
店
刊
）
の
丁
数
を
記
し
た
。

〈
備
考
〉
欄
に
は
、
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
」
（
昭
和
四
六
年
中
央
公
論
社
刊
）
の
該
当
箇
所
そ
の
他
の
参

穗
久
邇
本
「
御
法
」
（
１
～
皿
丁
）

「
幻
」
（
配
～
妬
丁
）

「
幻
」
大
成
一
四
○
六
頁
⑤
行
目
「
給

へ
る
身
な
る
へ
し
～
」
。

大
成
一
四
一
○
頁
⑬
行
目
「
～
お
も
し

ろ
」
士
《
で
。

備

多
伝う

番
-号
ゴ

1415161718192021
nざ､

ムム

穂
久
邇
文
庫
本

5554535251504948
11，､11、､

オオオオオオオオ

ワワワワワワワワ

鞭
オ
・
ウ

「
幻
」
卿
オ
で
最
終
本
文
。
ウ
は
両

本
と
も
白
紙
。

「
匂
兵
部
卿
」
冒
頭
（
巻
頭
注
）

二
コ
Ｊ

丑
再
、

〃
柄
Ⅱ
〃

華

弓．

月毎

一／／－



栞×23242526272829 30×
へ二凡二

…

例
上
段
に
は
見
開
き
で
『
覚
勝
院
抄
」
の
写
真
を
掲
げ
、
下
段
に
は
『
板
木
分
配
帳
』
の
写
真
を
掲
げ
た
。

上
段
の
写
真
は
、
『
覚
勝
院
抄
」
本
来
の
丁
付
に
従
っ
て
、
順
序
を
入
れ
替
え
掲
載
し
た
。
栞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
半
丁
も
同
様

46454443424140
11､､111

オオオオオオオ

ワワワワワワワ

3938

オオ

ウウ

羽
オ
ー
師
オ

師
ウ

で
斗
め
う
ｏ
Ｃ

三
竹
苞
楼
蔵
「
覚
勝
院
抄
（
断
簡
匡
影
印
、
付
『
板
木
分
配
帳
』

竹
苞
楼
本
に
ナ
シ
。

大
成
一
四
一
五
頁
③
行
目
「
な
と
お
ほ

し
や
る
」
～
同
⑨
行
目
「
と
り
給
て
」

竹
苞
楼
本
に
ナ
シ
。

大
成
一
四
一
六
頁
⑤
行
目
「
ま
ど
を
う

つ
」
１

12345678910111213

68676665646362616(）59585756

オオオオオオオオオオオオオ

ユア古’ﾕ7丙方方rｴ7古古rﾕ7rｴ7’ﾕ7r工7
／／／／ノ／ノ／／ノ／ノノ

「
匂
兵
部
卿
」
最
終
本
文

－78－
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（
三
）
下
段
の
写
真
は
、
「
板
木
分
配
帳
一
の
綴
糸
を
切
っ
た
状
態
で
、
後
ろ
の
方
か
ら
順
に
並
べ
て
お
い
た
。
ま
た
付
菱
が
あ
る
場
合

は
そ
の
写
真
も
併
せ
て
掲
載
し
た
。

（
四
）
上
下
段
と
も
に
、
写
真
に
は
そ
れ
ぞ
れ
丁
付
を
示
し
て
お
い
た
。
但
し
『
覚
勝
院
抄
』
の
丁
付
は
穂
久
邇
文
庫
本
相
当
箇
所
の

丁
付
で
あ
り
、
『
板
木
分
配
帳
』
の
丁
付
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。

－7Q－
ILノ
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『
板
木
分
配
帳
』
表
紙

前
表
紙
見
返
し

-81-




